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羅
念
苓
の
良
知
説
に
つ
い
て

一
王
龍
渓
と
の
関
連
を
通
し
て
一

荒

木

龍
太
郎

咽

　
陽
明
学
は
陽
明
が
良
知
説
を
提
唱
し
て
以
来
、
王
二
上
、
王
難
斎
等
の
現
成
派
に
よ
っ
て
天
下
に
流
行
す
る
に
至
っ
た
が
、
同
時
に
「

漸
く
そ
の
伝
を
失
う
」
　
（
明
儒
学
案
、
巻
三
十
二
、
泰
州
書
案
序
〕
と
言
う
弊
害
を
生
じ
、
清
朝
の
朱
子
学
者
賢
明
其
の
言
葉
を
借
り
れ

ば
、
　
「
学
術
を
壊
し
、
そ
れ
に
つ
れ
て
風
俗
が
乱
れ
、
礼
法
を
逸
脱
し
倫
常
を
蔑
視
し
て
人
々
は
勝
手
気
ま
ま
な
ふ
る
ま
い
を
し
た
」
　
（

三
魚
堂
文
集
、
巻
二
、
学
術
弁
、
上
）
と
言
わ
れ
る
状
況
を
現
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
淫
書
良
知
を
宗
旨
と
す
る
龍
渓
は
、
羅
念
蕎
の
「
冬
遊
記
」
、
　
「
夏
遊
記
」
、
　
「
甲
寅
夏
遊
記
」
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

念
篭
か
ら
戒
慎
恐
催
の
重
覆
を
つ
き
つ
け
ら
れ
・
相
互
に
き
び
し
い
切
磋
琢
摩
重
ね
る
の
で
あ
る
・
（
夏
野
先
生
集
・
巻
＋
三
途

　
念
篭
は
内
直
接
王
陽
明
に
師
事
す
る
こ
と
な
く
、
始
め
龍
渓
の
現
成
良
知
説
を
受
容
し
、
中
間
に
最
墾
江
の
帰
寂
説
へ
の
傾
倒
を
は
さ

ん
で
・
2
「
従
前
・
良
知
は
時
時
見
在
す
の
一
句
に
誤
却
さ
れ
・
培
養
一
般
の
工
夫
を
欠
却
せ
り
・
培
養
は
も
と
収
尊
翁
聚
に
属
す
・
甲

辰
二
五
四
四
年
）
夏
、
静
坐
す
る
こ
と
十
日
な
る
に
因
り
て
、
胱
胱
と
し
て
見
得
せ
り
。
ま
た
龍
渓
諸
君
の
「
句
に
転
ぜ
ら
れ
し
は
、

総
じ
て
自
家
の
用
功
深
か
ら
ず
、
内
君
に
し
て
揺
ぎ
易
ぎ
が
為
な
り
。
友
朋
総
じ
て
力
に
与
り
難
き
な
り
。
」
　
（
三
番
羅
先
生
文
集
、
巻

三
、
与
サ
上
輿
）
と
老
成
良
知
に
反
省
を
加
え
離
反
す
る
に
至
る
。
こ
れ
に
対
し
て
東
林
の
高
忠
憲
は
、
収
嘉
保
聚
を
主
と
し
た
上
で
な

さ
れ
た
寂
感
の
合
一
・
を
、
「
真
」
の
も
の
と
し
こ
誤
殺
遺
書
、
巻
十
三
、
三
時
記
）
、
ま
た
黄
宗
義
は
「
男
芸
的
受
容
に
疑
問
を
い
だ
い
て

工
夫
を
緻
密
に
考
察
し
、
学
者
が
陽
明
の
真
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
」
　
（
明
儒
学
案
、
巻
十
八
、
呈
出
王
門
答
案
）
、
と
評
価
す
る
。

　
こ
れ
ら
現
成
良
知
に
批
判
的
な
人
々
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
る
念
篭
の
良
知
説
は
、
龍
渓
の
現
成
良
知
説
の
何
を
問
題
と
し
て
形
成
さ
れ
、

良
知
説
の
分
派
現
象
の
中
で
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
4
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当
小
論
は
、
特
に
こ
の
点
を
念
頭
に
お
き
、
王
学
の
主
流
を
占
め
る
に
至
っ
た
王
室
渓
の
現
成
良
知
説
と
比
較
し
な
が
ら
考
え
て
み
る

こ
と
と
す
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
万
暦
以
降
の
思
想
界
の
一
つ
の
問
題
点
を
さ
ぐ
る
こ
と
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
い
う
ま
で
も
な
く
王
陽
明
の
思
想
は
、
既
存
の
朱
子
学
に
対
す
る
批
判
を
土
台
と
し
て
形
成
さ
れ
た
。
つ
ま
り
性
即
理
説
に
も
と
づ
き
、

事
物
に
先
験
的
・
客
観
的
に
存
在
す
る
と
さ
れ
る
「
定
理
ト
を
格
物
致
知
の
方
法
に
よ
り
追
求
し
て
、
現
実
の
主
体
の
準
則
と
な
す
と
い

う
朱
子
学
1
理
学
一
の
方
法
が
、
結
局
は
主
体
が
そ
の
定
理
に
拘
束
さ
れ
か
ね
な
い
情
況
に
立
至
る
こ
と
に
対
し
て
、
陽
明
は
、
　
「
心
と

理
と
を
析
ち
て
二
と
為
」
し
（
伝
習
録
、
巻
中
、
答
顧
東
橋
下
〕
、
心
を
定
理
1
既
成
の
価
値
1
に
従
属
さ
せ
る
も
の
と
し
て
批
判
し
、

「
虚
霊
不
昧
、
産
霊
具
っ
て
万
事
出
づ
。
心
外
に
理
な
く
、
心
外
に
事
な
し
」
　
（
同
、
上
巻
、
三
三
条
）
、
と
心
即
理
説
を
提
示
す
る
。

そ
れ
は
・
身
・
心
・
意
●
知
●
物
を
渾
然
一
体
と
す
る
良
知
の
一
念
に
お
い
て
・
新
た
に
理
一
価
値
を
措
定
し
よ
う
と
す
る
心
学
ε
の
立

場
を
と
り
、
　
「
無
言
無
悪
は
、
写
れ
心
の
体
」
　
（
同
・
巻
下
・
＝
五
条
）
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
王
雨
渓
も
師
説
を
受
け
て
「
夫
れ
千

古
聖
人
の
学
は
心
学
な
り
」
　
（
王
冠
渓
全
集
・
巻
十
七
・
太
極
亭
記
）
と
し
、
天
泉
問
答
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
銭
緒
山
の
翁
忌
説
に
対

し
四
無
説
を
強
調
す
る
。
　
（
同
・
巻
一
・
天
泉
証
道
記
）

　
そ
し
て
渾
一
な
る
総
体
の
「
良
知
は
無
善
無
悪
、
こ
れ
を
至
善
と
謂
ふ
」
　
（
同
・
巻
十
五
・
自
誰
問
答
）
と
い
う
よ
う
に
「
善
の
名
づ

く
べ
き
な
く
、
悪
も
と
よ
り
な
し
。
善
も
ま
た
得
て
あ
る
べ
か
ら
ず
」
　
（
同
℃
巻
一
・
天
泉
祖
道
記
）
と
し
て
、
既
成
の
固
定
化
さ
れ
た

価
値
観
を
超
脱
し
、
自
由
に
是
非
善
悪
を
判
別
す
る
絶
対
の
主
体
と
し
て
良
知
を
規
定
す
る
。
だ
か
ら
こ
の
良
知
の
独
習
が
十
全
に
生
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　

さ
れ
る
た
め
に
無
執
着
の
無
的
性
格
が
強
調
さ
れ
る
。
そ
れ
は
「
渾
沌
論
り
根
を
立
て
る
」
　
（
同
・
巻
四
・
東
遊
会
記
〕
1
つ
ま
り
よ
り

生
命
に
直
結
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
「
心
の
良
知
、
詣
れ
を
聖
と
為
す
。
是
を
知
り
非
を
知
り
、
而
も
実
は
是
な
く
非
な
し
。
是
を
知
り
非
を
知
る
は
、
応
用
の
迩
な
り
。

　
是
な
く
非
な
き
は
、
’
良
知
の
体
な
り
。
　
（
中
略
）
良
知
は
無
知
な
り
。
然
も
能
く
是
非
を
知
る
。
無
と
は
、
聖
学
の
宗
な
り
。
」
　
（
同

　
・
巻
八
・
艮
止
精
「
之
旨
〕

　
「
若
し
群
れ
世
情
を
超
出
す
る
の
漢
子
な
ら
ば
、
必
ず
渾
沌
裡
よ
り
立
ち
ど
こ
ろ
に
根
基
を
定
め
、
一
種
の
好
心
腸
を
ば
徹
底
洗
際
し

｝姐「



　
て
乾
浄
な
ら
し
む
べ
し
。
」
　
（
念
篭
集
・
巻
五
・
冬
遊
記
・
龍
渓
の
証
巴

　
龍
渓
は
、
生
命
的
基
体
で
あ
る
良
知
が
一
念
の
感
応
に
よ
っ
て
、
既
成
の
価
値
に
依
る
こ
と
な
く
時
時
是
非
善
悪
を
判
別
し
て
新
た
な

価
値
の
認
定
を
な
す
と
考
え
る
。
そ
れ
は
「
此
の
知
は
青
れ
本
体
、
即
ち
此
の
知
は
青
れ
功
夫
」
　
（
龍
聖
母
・
巻
十
七
・
不
二
尊
卑
）
、

と
本
体
即
工
夫
の
立
場
を
と
り
、
自
律
的
に
自
己
充
足
を
な
す
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
　
「
千
古
聖
学
、
只
だ
当
身
の
一
念
有
る
の
み
」
　
（
同

・
三
十
六
・
査
子
警
巻
）
、
と
一
念
の
当
下
現
在
に
心
の
全
量
が
傾
注
さ
れ
、
現
在
の
当
下
に
円
満
具
足
す
る
良
知
へ
の
信
頼
を
前
提
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
若
し
果
し
て
信
じ
及
ぶ
時
、
当
下
に
具
足
し
て
心
な
く
難
な
く
、
更
に
磨
滅
な
し
。
人
人
尭
舜
た
る
べ
し
。
」
　
（
同
・
巻
十
・
余
呉

　
悟
斎
）

　
無
量
無
悪
と
心
を
定
義
す
る
良
知
説
は
、
何
よ
り
も
既
成
の
価
値
か
ら
の
超
脱
に
重
点
を
置
い
て
理
の
措
定
を
な
す
か
ら
、
そ
の
場
合

「
欲
」
と
は
、
定
理
か
ら
の
逸
脱
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
し
．
て
．
良
知
の
検
証
を
経
な
い
で
既
成
の
価
値
観
に
よ
り
か
か
り
、
そ
の
結

果
良
知
の
生
命
力
を
妨
げ
る
主
体
の
あ
り
方
を
い
う
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
龍
渓
は
、
生
ま
れ
て
よ
り
免
れ
ぬ
下
染
は
人
の
営
為
の
全
て
に
深
く
浸
透
し
て
い
る
と
考
え
る
か
ら
、
主
体
は
、
正
に
欲
海
の

た
だ
中
に
漂
う
も
の
で
あ
る
と
観
ぜ
ら
れ
る
。
で
あ
る
か
ら
良
知
説
と
は
、
そ
の
よ
う
な
現
実
態
に
於
て
、
既
成
価
値
に
依
拠
す
る
こ
と

な
く
存
在
の
根
底
か
ら
現
在
の
一
念
に
お
い
て
検
証
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
航
り
と
錐
も
、
習
染
の
人
に
入
る
こ
と
も
ま
た
微
な
り
。
漸
漬
薫
尊
し
て
心
髄
に
蒸
溜
す
。
景
に
循
い
窟
か
に
発
し
て
自
ら
知
ら
ず
。

　
故
に
凡
そ
応
感
順
逆
の
問
、
称
畿
交
承
の
際
、
未
だ
操
を
矯
め
飾
を
持
し
て
顧
忌
調
停
を
免
れ
ず
。
為
す
所
あ
り
て
為
す
よ
り
出
る
者

　
は
、
皆
旧
染
の
累
を
為
す
な
り
。
」
　
（
同
・
巻
十
六
・
別
言
贈
周
順
之
）

　
龍
頭
は
、
良
知
を
「
習
気
を
破
除
す
る
の
利
刃
」
　
（
同
・
巻
十
七
・
尚
賢
以
暴
説
）
と
し
て
万
欲
騰
沸
の
中
に
真
是
真
非
を
み
き
わ
め

（
同
・
巻
九
・
答
茅
治
郷
）
．
、
一
念
の
感
応
の
自
然
に
お
い
て
主
体
に
ま
つ
わ
り
つ
く
世
情
、
嗜
欲
を
断
ち
切
ろ
う
と
す
る
。

　
「
（
良
知
は
）
当
下
に
具
足
し
て
、
「
念
自
ら
反
せ
ば
即
ち
本
心
を
得
。
以
て
凡
を
超
え
聖
に
入
る
べ
し
。
一
念
の
霊
泉
、
時
時
保
持

　
し
て
世
情
嗜
欲
の
昏
擾
す
る
所
と
為
ら
ず
…
…
」
　
（
同
・
巻
十
二
・
与
莫
廷
韓
）

　
故
に
「
君
子
の
学
は
悟
る
を
貴
ぶ
。
悟
門
開
か
ざ
れ
ば
、
以
て
学
を
徴
す
る
な
し
」
　
（
同
・
巻
十
六
・
留
別
寛
川
漫
語
摘
略
）
、
と
人

一
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為
を
排
し
て
良
知
へ
の
悟
入
を
強
調
し
て
、
良
知
を
十
全
に
生
か
し
自
律
的
に
自
己
充
足
す
る
こ
と
を
意
図
す
る
。

三

　
以
上
の
よ
う
に
良
知
の
機
能
を
破
壊
す
る
も
の
が
習
気
の
存
在
で
あ
る
こ
と
を
、
龍
渓
の
現
成
良
知
説
に
於
て
考
え
た
。
そ
れ
で
は
下

番
が
心
即
理
説
に
対
し
て
、
意
に
率
い
情
に
任
せ
る
こ
と
を
良
知
と
な
す
と
い
う
弊
害
を
指
摘
し
（
念
苓
集
・
巻
三
・
答
劉
汝
周
）
、
　
「

蓋
し
知
あ
り
て
よ
り
こ
の
か
た
、
各
の
気
質
偏
重
の
処
に
就
き
て
墨
染
習
と
成
り
、
遂
に
良
知
と
混
雑
し
て
出
づ
。
油
の
麺
に
入
る
が
如

く
、
未
だ
脱
離
し
易
か
ら
ず
。
故
に
雑
念
已
に
除
く
と
錐
も
、
而
も
此
の
習
気
の
消
磨
蓋
し
難
し
」
　
（
同
・
巻
心
・
松
原
志
晒
）
、
．
と
苦

悩
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
た
だ
単
に
良
知
に
対
す
る
信
頼
が
不
十
分
で
あ
る
と
片
付
け
る
だ
け
で
、
果
し
て
念
番
の
不
満
を
根
源
的
に
解

消
さ
せ
得
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
当
時
の
社
会
風
潮
に
対
し
て
、
龍
馬
は
士
大
夫
階
級
の
全
て
が
聖
人
の
学
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
こ
と
を
嘆
き
（
龍
渓
集
・
巻
十
五
・
先

師
書
像
記
同
語
）
、
彼
ら
が
主
客
両
界
に
わ
た
っ
て
ま
つ
わ
り
つ
く
蒲
扇
の
た
め
に
名
利
に
走
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
（
同
・
巻
十

六
・
三
景
周
順
之
）
。
ま
た
念
篭
も
「
今
の
風
俗
披
倶
し
て
、
賄
路
公
行
し
、
廉
恥
の
道
喪
わ
れ
、
交
際
情
を
過
ぐ
」
　
（
念
蕎
集
・
巻
貝
・
．

・
答
王
龍
渓
、
巻
二
・
寄
屏
厘
叔
参
照
）
、
と
の
悪
弊
を
指
摘
し
、
世
人
が
偽
を
喜
ん
で
「
真
我
」
1
真
の
主
体
性
を
忘
却
し
て
い
る
（

同
・
巻
八
・
牒
語
）
と
も
警
告
す
る
。

　
そ
し
て
念
篭
が
「
種
々
の
善
玉
は
善
名
よ
り
起
り
、
種
々
の
好
名
は
耳
利
よ
り
起
る
」
　
（
同
・
巻
二
・
答
零
墨
刀
泉
）
、
と
鋭
く
追
求
す

る
よ
う
に
、
人
の
心
理
は
極
め
て
悪
質
な
も
の
で
あ
り
、
深
く
そ
の
根
源
か
ら
の
除
去
を
考
え
る
必
要
が
あ
っ
た
冗
）
（
同
・
巻
三
●
答
王

西
石
）
。

　
「
世
の
聖
学
を
言
う
者
は
、
情
に
任
せ
る
を
以
て
性
に
率
う
と
為
し
、
翼
下
の
孤
潔
な
る
を
見
れ
ば
、
軌
ち
好
各
を
以
て
こ
れ
を
目
す
。

　
其
の
流
弊
、
吾
れ
何
の
所
に
極
る
か
を
知
ら
ず
。
」
　
（
同
・
粗
煮
・
寄
三
綱
斎
）

　
以
上
の
よ
う
に
心
懸
理
説
の
弊
害
の
事
実
と
、
官
庫
の
習
気
の
し
た
た
か
な
こ
と
に
注
目
す
る
念
篭
に
と
っ
て
、
龍
渓
の
「
若
し
良
知

を
信
じ
る
時
は
、
意
は
即
ち
懸
れ
良
知
の
流
行
、
見
は
即
ち
肖
れ
良
知
の
照
察
」
　
（
同
・
巻
五
・
冬
遊
記
・
龍
渓
の
語
）
、
と
い
う
当
下

現
成
の
立
場
は
良
知
に
安
易
に
依
拠
し
て
現
実
態
を
そ
の
ま
ま
良
知
の
流
行
と
し
て
認
め
る
傾
向
を
も
つ
か
ら
、
去
欲
は
表
面
に
と
ど
ま
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っ
て
実
は
欲
を
潜
伏
培
養
さ
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
恐
れ
を
抱
か
せ
る
（
同
上
参
照
）
。
だ
か
ら
人
間
の
現
実
態
を
謙
虚
に
深

く
反
省
す
る
な
ら
ば
「
言
下
の
此
の
心
の
微
微
た
る
太
平
」
“
現
成
良
知
は
、
善
へ
の
志
向
が
親
切
で
あ
る
こ
と
と
、
浮
揚
す
る
血
気
の

定
ま
る
こ
と
と
を
必
要
と
す
る
「
甚
だ
微
な
る
も
の
」
と
慎
重
に
か
ま
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
（
同
・
巻
三
・
答
諸
公
守
）
。

　
従
っ
て
龍
渓
の
現
成
良
，
知
が
、
已
・
未
一
味
と
す
る
渾
一
の
心
の
流
行
に
任
せ
て
、
本
体
即
工
夫
1
自
律
的
に
自
己
充
足
を
な
す
こ
と

は
、
情
念
聖
心
の
良
知
の
生
命
力
と
の
か
か
か
幻
が
な
さ
れ
、
名
利
嗜
欲
血
気
の
と
り
こ
に
な
っ
て
安
易
に
流
れ
て
お
り
、
深
く
欲
根
の

習
気
の
追
求
が
な
さ
れ
て
い
な
い
、
と
念
篭
は
考
え
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
「
以
う
に
利
欲
の
盤
固
た
る
、
こ
れ
を
警
む
る
も
猶
お
止
ま
ら
ざ
る
を
恐
る
。
而
も
其
の
知
の
発
す
る
所
よ
り
以
て
心
体
と
為
さ
ん
と
欲

　
す
。
以
う
に
血
気
の
浮
揚
す
る
、
こ
れ
を
歩
む
る
も
猶
お
意
の
行
な
う
所
に
任
せ
て
、
以
て
工
夫
と
為
さ
ん
と
欲
す
。
難
き
を
畏
り
、

　
安
き
を
萄
せ
に
す
る
者
は
、
便
に
従
い
易
き
に
取
る
。
小
を
見
て
速
か
な
ら
ん
こ
と
を
欲
す
る
者
は
、
堅
く
自
信
を
主
と
す
。
」
　
（
同

　
・
三
五
・
冬
遊
記
〕

　
そ
こ
で
翠
黛
は
、
欲
が
日
常
の
営
為
と
同
時
に
習
業
に
よ
る
心
の
歪
み
と
し
て
生
じ
る
已
発
の
場
に
討
て
は
、
理
と
欲
と
の
す
り
か
え

が
な
意
れ
て
去
欲
は
不
十
分
で
あ
る
か
ら
、
欲
の
生
じ
な
い
未
発
の
場
に
お
い
て
思
欲
を
考
え
る
。

　
．
「
古
の
善
く
寡
欲
す
る
と
は
、
欲
あ
る
の
後
に
し
て
、
こ
れ
を
去
る
こ
と
を
務
む
る
の
謂
い
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
未
だ
然
ら
ざ
る
に
防

　
ぎ
て
復
た
萌
動
せ
ざ
る
の
み
。
」
　
（
同
・
巻
八
・
書
馬
鍾
三
三
）

　
二
成
良
知
説
は
、
善
悪
交
錯
す
る
現
実
態
に
於
て
常
に
主
宰
性
を
保
持
で
き
な
い
粗
略
な
も
の
で
あ
る
、
従
っ
て
「
此
に
量
り
て
こ
れ

を
行
う
」
を
致
知
良
と
す
る
こ
と
は
、
事
物
に
正
し
く
対
応
で
き
な
い
か
ち
、
　
「
随
出
随
混
」
す
る
一
時
的
な
存
在
に
過
ぎ
ず
、
現
在
発

現
し
て
い
る
現
成
良
知
の
「
根
源
」
へ
の
反
求
が
必
要
だ
と
、
髭
篭
は
考
え
る
の
で
あ
る
（
伺
・
甲
寅
夏
遊
記
）
。

　
し
か
し
龍
渓
の
現
成
良
知
を
批
判
す
る
と
は
言
っ
て
も
、
念
篭
の
志
向
は
そ
の
ま
ま
朱
子
学
の
定
理
論
の
方
向
に
回
帰
す
る
も
の
で
は

な
く
、
巳
発
・
感
応
に
役
さ
れ
る
と
す
る
壮
瞥
良
知
の
弊
害
（
同
・
巻
十
「
・
困
弊
野
里
）
を
避
け
つ
つ
、
更
に
安
定
し
た
心
の
主
宰
性

を
追
求
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
「
吾
が
知
、
親
矩
あ
れ
ど
も
様
式
な
し
、
分
暁
あ
れ
ど
も
意
見
な
し
。
主
宰
あ
れ
ど
も
執
着
な
し
。
変
化
あ
れ
ど
も
遷
就
な
し
。
渾
厚

　
あ
れ
ど
も
鵤
突
な
し
。
　
（
中
略
〕
徒
ら
に
形
似
の
末
を
矯
飾
し
て
、
其
の
陳
故
の
迩
を
採
取
し
以
て
功
と
為
す
に
あ
ら
ず
。
必
ず
時
時
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事
事
に
其
の
本
体
の
善
を
求
め
て
、
其
の
害
を
為
す
の
端
を
去
る
な
り
。
」
　
（
同
・
巻
二
・
与
夏
太
守
）

」
そ
の
念
篭
の
直
垂
善
悪
を
弁
ず
る
主
宰
性
は
、
現
成
良
知
の
「
心
の
流
行
に
任
せ
て
以
て
功
と
為
す
」
　
（
同
・
巻
八
・
垂
虹
巌
裏
写
）

も
の
で
は
な
く
、
　
「
（
中
庸
の
戒
、
催
は
）
聖
学
の
全
功
を
言
う
な
り
。
不
賭
不
聞
は
心
の
体
、
戒
催
以
て
こ
れ
を
存
す
」
　
（
同
・
示
揚

生
）
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
功
夫
に
よ
っ
て
未
発
の
本
体
が
確
立
さ
れ
て
こ
そ
、
去
欲
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
故
に
「
心
に
魚

体
あ
り
、
寂
然
と
し
て
動
か
ざ
る
、
回
れ
な
り
。
　
（
中
略
）
心
の
体
は
惟
だ
是
れ
寂
な
る
の
み
」
　
（
同
・
巻
三
・
答
陳
工
水
）
と
説
か
れ

る
。
し
か
も
立
番
は
「
此
れ
枯
槁
寂
買
を
経
る
の
後
、
一
切
退
聴
し
て
天
理
燗
然
た
り
」
　
（
同
・
巻
三
・
懸
紐
高
泉
）
と
主
張
す
る
そ
の

念
篭
の
良
知
と
は
い
か
な
る
、
内
容
の
も
の
か
。

　
念
番
は
、
良
知
の
「
良
」
を
「
寂
」
で
あ
る
と
強
調
し
て
、
未
発
の
本
体
の
支
配
下
に
、
現
在
発
現
す
る
良
知
を
従
属
さ
せ
る
こ
と
を

意
図
す
る
。
そ
れ
は
「
無
善
無
悪
に
し
て
至
善
」
と
い
う
一
切
の
既
成
の
価
値
観
か
ら
離
脱
し
て
、
積
極
的
に
新
た
に
価
値
を
措
定
す
る

と
い
う
現
成
良
知
の
内
容
に
対
し
て
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
冷
却
化
さ
せ
て
し
ま
う
結
果
に
な
る
。

　
「
漁
れ
孟
子
の
言
う
所
の
良
知
は
、
不
学
不
慮
を
指
し
て
こ
れ
に
当
つ
。
細
れ
知
乃
ち
良
な
る
所
以
な
り
。
知
は
感
な
る
も
、
良
た
る

　
所
以
の
者
は
感
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
伝
習
録
に
日
う
有
り
、
無
善
無
悪
は
理
の
静
に
し
て
、
有
善
有
悪
は
気
の
動
な
り
。
気
に
動
か
ざ

　
れ
ば
即
ち
無
善
無
悪
、
逸
れ
を
至
善
と
謂
う
、
と
。
夫
れ
至
善
な
る
者
は
良
に
あ
ら
ず
や
。
此
れ
陽
明
の
本
旨
な
り
。
」
　
（
同
・
巻
三

　
・
答
陳
明
水
）

　
そ
こ
に
現
成
良
知
を
収
縮
さ
せ
て
、
　
「
一
端
の
善
」
と
限
定
し
、
収
敏
保
合
し
て
事
体
の
核
を
確
立
し
な
が
ら
拡
充
し
て
い
く
致
良
知

の
工
夫
を
提
示
す
る
。

　
「
宣
に
良
知
の
発
す
る
を
以
て
未
だ
混
び
ざ
る
の
善
端
と
為
す
に
あ
ら
ざ
ら
ん
や
。
未
発
の
中
、
当
に
学
に
因
っ
て
後
致
す
べ
し
。
蓋

　
し
必
ず
常
定
常
静
に
し
て
然
る
後
に
こ
れ
を
中
と
謂
う
ぺ
け
れ
ば
、
則
ち
凡
そ
致
知
も
ま
た
必
ず
其
の
未
だ
混
び
ざ
る
所
に
即
し
て
ま

　
す
ま
す
其
の
未
だ
至
ら
ざ
る
所
を
充
た
し
、
然
る
後
に
以
て
誠
意
と
為
す
べ
し
。
も
と
よ
り
未
だ
嘗
っ
て
一
端
の
善
を
以
て
聖
人
の
極

　
則
と
為
さ
ず
。
」
　
（
同
・
巻
五
・
夏
遊
記
）

　
以
上
の
立
場
か
ら
念
篭
は
、
現
成
良
知
が
そ
の
発
現
し
て
い
る
現
在
に
於
て
「
良
な
る
所
以
」
”
未
発
の
寂
体
を
反
憂
し
な
い
と
い
う

こ
と
は
、
己
発
未
発
・
感
寂
・
主
客
一
味
と
し
て
そ
の
「
現
在
の
知
」
に
於
て
「
事
物
の
則
」
を
措
定
す
る
と
し
て
も
、
理
・
欲
を
明
察
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で
き
ず
欲
を
理
と
な
し
、

夏
遊
記
）
。

主
体
性
を
保
持
で
き
ず
に
主
客
転
慰
し
て
、
外
物
を
逐
う
結
果
に
な
る
、
ど
考
え
る
の
で
あ
る
（
同
・
巻
五
・

四

　
上
記
の
よ
う
に
良
知
を
考
え
る
念
奄
は
、
　
「
大
悟
し
た
」
　
（
念
番
先
生
文
集
胡
直
筆
）
と
述
べ
ら
れ
る
晩
年
の
五
十
九
才
の
時
に
、
龍

渓
と
松
原
に
お
い
て
会
見
し
、
ま
す
ま
す
現
成
良
知
批
判
に
確
信
を
も
ち
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
「
世
間
那
ぞ
落
成
の
良
知
あ
ら
ん
。
良
知
は
万
死
の
工
夫
に
あ
ら
ず
ん
ば
、
断
じ
て
如
く
る
能
わ
ず
。
測
れ
現
成
に
て
得
べ
か
ら
ず
。

　
今
人
誤
り
て
良
知
を
ば
現
成
と
謝
し
看
て
、
良
知
を
致
す
の
工
夫
を
知
ら
ず
し
て
、
奔
放
馳
逐
し
止
息
あ
る
な
し
。
」
　
（
念
篭
集
・
巻

　
八
・
松
原
志
曙
）

　
念
番
の
致
良
知
は
、
現
成
良
知
説
が
「
虚
舟
」
で
真
の
主
宰
性
を
も
ち
得
な
い
こ
と
に
対
し
て
．
「
終
日
応
酬
し
、
終
日
収
飲
」
し
て

「
奔
放
桑
中
の
弊
」
を
除
去
す
る
、
と
主
張
す
る
（
同
上
）
。
龍
渓
は
、
念
篭
の
こ
の
考
え
を
、
習
染
に
よ
る
欲
海
欲
根
の
た
だ
中
で
、

「
当
下
早
成
」
に
か
こ
つ
け
て
十
分
に
そ
の
自
律
機
能
を
作
動
さ
せ
ず
、
　
「
放
逸
無
事
禅
の
私
」
を
な
す
者
に
対
し
て
反
省
さ
せ
る
と
い

う
点
で
は
そ
れ
な
り
に
評
価
す
る
（
龍
華
集
・
船
下
・
松
原
晒
語
〕
。
し
か
し
対
陣
の
薬
と
し
て
は
認
め
つ
つ
も
良
知
を
「
一
端
の
善
」

と
規
定
し
て
、
　
「
其
の
後
拡
充
し
て
、
正
に
是
な
ら
ん
こ
と
を
欲
す
。
時
時
に
此
の
心
、
時
時
に
雑
念
な
く
し
て
、
方
め
て
尭
舜
と
賢
い

対
す
べ
し
」
　
（
念
群
集
・
巻
八
・
松
原
志
晒
）
と
す
る
、
つ
ま
り
各
人
の
現
在
発
現
し
て
い
る
良
知
は
、
完
全
な
も
の
で
は
な
く
、
漸
進

的
に
功
夫
修
整
を
ま
っ
て
始
め
て
完
全
で
あ
る
と
す
る
念
蕎
の
考
え
方
は
、
功
夫
を
用
い
な
い
こ
と
の
弊
を
懲
そ
う
と
し
て
「
其
の
本
体
」

を
同
時
に
疑
う
「
心
馳
の
過
些
で
あ
る
と
龍
馬
は
考
え
る
（
首
回
集
・
巻
十
・
与
羅
念
番
）
。
そ
れ
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。

　
龍
渓
の
現
品
良
知
説
は
、
心
の
渾
一
な
る
総
体
を
意
味
す
る
か
ら
、
知
覚
と
良
知
と
は
一
味
の
も
の
で
あ
り
（
同
・
巻
十
・
軽
羅
念
篭
）

、
　
「
愛
親
敬
長
」
は
人
為
の
商
量
凝
議
を
加
え
ず
、
自
然
に
発
現
流
行
し
充
達
す
る
も
の
で
あ
る
（
同
・
巻
十
六
・
書
見
羅
巻
兼
贈
思
黙
）

。
そ
れ
に
対
し
て
「
今
却
っ
て
尽
く
知
覚
官
用
の
処
を
以
て
良
知
と
為
す
」
　
（
念
篭
耳
・
巻
三
・
与
サ
道
輿
）
と
批
判
し
て
、
寂
体
を
核

と
し
そ
れ
に
従
属
す
べ
《
規
定
さ
れ
た
念
蕎
の
良
知
が
、
現
在
自
然
迄
流
行
す
る
知
覚
乏
良
知
と
の
間
に
一
線
を
画
し
、
砿
督
し
て
充
達

す
る
と
す
る
こ
と
は
（
同
・
巻
五
・
野
遊
記
〕
、
現
成
良
知
説
よ
り
み
る
な
ら
ば
、
　
「
虚
寂
」
を
主
と
し
、
　
「
感
」
を
収
算
し
て
「
寂
」
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に
帰
し
、
ま
た
「
寂
」
に
縁
っ
て
「
感
」
を
起
こ
す
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
己
未
・
感
気
の
分
な
き
渾
一
自
然
の
無
的
性
格
を
破
壊
し
て
、

「
寂
」
に
執
着
す
る
「
守
寂
沈
空
」
に
通
ず
る
も
の
で
あ
り
（
龍
渓
集
・
二
十
六
・
書
見
羅
巻
贈
思
黙
〕
、
本
来
「
自
ら
能
く
収
量
し
て
、

更
に
中
層
に
主
と
す
る
を
須
い
ざ
る
」
　
（
同
・
巻
二
・
除
陽
会
語
）
無
為
自
然
の
内
容
に
対
し
て
、
　
「
人
為
の
加
損
」
と
な
り
、
そ
の
生

命
力
に
対
し
て
収
縮
抑
制
を
加
え
る
も
の
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
「
然
り
と
錐
も
、
良
知
の
人
心
に
在
る
、
百
姓
の
日
用
、
聖
人
の
成
能
に
同
じ
く
し
て
、
も
と
人
為
を
以
て
加
損
し
て
後
考
か
る
べ
か

　
ら
ず
。
聖
人
と
行
道
の
人
と
の
恢
蜴
差
悪
の
形
わ
る
る
は
、
乃
ち
其
の
天
機
の
神
応
に
し
て
、
も
と
収
囁
に
侯
ち
て
而
る
後
に
あ
る
な

　
し
。
」
　
（
同
・
巻
八
・
致
知
難
易
解
）

　
二
塁
の
言
う
「
守
寂
沈
空
」
に
通
ず
る
傾
向
は
、
鳥
篭
と
同
じ
く
寂
静
の
確
立
1
「
立
体
」
を
め
ざ
す
轟
珠
江
に
見
ら
れ
る
。
彼
は
格

物
を
致
知
の
効
用
と
し
て
本
体
の
充
満
に
務
め
る
結
果
、
現
実
の
具
体
的
事
象
と
主
体
と
を
一
味
の
も
の
と
し
て
な
さ
れ
る
格
物
の
功
夫

を
第
二
義
と
す
る
か
ら
「
絶
無
」
1
現
実
社
会
に
対
し
て
消
極
逃
避
的
な
か
か
わ
り
を
許
容
す
る
危
険
を
は
ら
む
も
の
で
あ
る
と
龍
華
は

考
え
る
。

　
「
格
物
は
正
に
亘
れ
致
知
の
実
に
力
を
用
う
る
の
地
な
り
。
内
外
を
以
て
分
か
つ
べ
か
ら
ざ
る
者
な
り
．
若
し
工
夫
は
只
だ
出
れ
致
知

　
の
み
と
謂
い
て
格
物
に
工
夫
な
し
と
謂
わ
ば
、
其
の
流
弊
は
便
ち
絶
物
に
至
る
。
便
ち
是
れ
耳
翼
の
学
な
り
。
」
　
（
同
・
巻
九
・
下
僚

　
隻
江
）

　
念
篭
ば
要
尺
江
と
同
じ
く
単
体
の
確
立
を
強
調
す
る
け
れ
ど
も
、
格
物
を
致
知
の
功
夫
と
し
（
念
写
集
ポ
甲
寅
夏
遊
記
参
照
）
、
轟
墾
江

の
「
立
体
」
が
、
寂
体
を
「
定
化
し
て
執
着
す
る
傾
向
を
有
す
る
点
を
反
省
し
て
（
同
上
）
、
　
「
寂
は
体
な
く
し
て
見
る
べ
か
ら
ざ
る
な

り
」
　
（
同
・
読
困
弁
録
抄
序
〕
、
と
考
え
る
よ
う
に
「
寂
」
を
一
定
の
「
処
」
と
し
て
固
定
的
に
把
握
し
執
着
し
て
、
内
に
墨
守
す
る
の

で
は
な
く
、
動
静
一
味
の
渾
一
な
る
心
の
「
位
」
あ
る
分
相
よ
り
言
い
（
同
・
甲
寅
夏
遊
記
）
、
そ
し
て
収
耳
糸
聚
に
よ
っ
て
内
外
の
露

な
き
を
説
い
て
（
同
・
巻
三
・
答
胡
督
学
）
社
会
の
状
況
と
一
味
の
渾
「
の
主
体
を
考
え
る
。
し
か
し
龍
田
が
「
知
と
物
と
は
、
復
た
先

後
の
分
か
つ
べ
き
な
し
。
故
に
曰
く
、
致
知
は
格
物
に
在
り
、
と
。
致
知
の
工
夫
は
、
格
物
上
に
在
り
て
用
う
」
　
（
龍
渓
集
・
巻
六
・
致

知
議
略
）
、
と
言
う
の
に
比
し
て
、
粗
篭
が
「
（
陽
明
）
先
生
ま
た
曰
く
、
知
は
意
の
体
、
物
は
意
の
用
、
と
。
未
だ
嘗
っ
て
物
を
以
て

知
の
体
と
為
さ
ざ
る
な
り
。
嘗
っ
て
大
学
に
物
と
知
と
を
言
う
を
観
る
に
自
ら
先
後
あ
り
」
　
（
細
民
集
・
巻
五
・
夏
鳶
記
）
、
と
述
べ
、
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更
に
「
（
而
も
）
吾
と
人
・
物
と
渾
然
と
し
て
別
な
し
、
と
言
わ
ば
則
ち
言
に
書
す
る
の
過
ち
な
り
」
　
（
同
上
）
と
い
う
表
現
を
な
し
て

主
客
一
味
の
渾
一
の
心
に
分
析
の
痕
を
忍
び
こ
ま
せ
て
い
る
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。

　
そ
れ
は
主
客
一
味
の
場
と
し
て
な
さ
れ
る
念
篭
の
致
知
の
工
夫
と
い
う
も
の
が
あ
く
ま
で
書
体
の
核
の
確
立
を
目
的
と
し
て
お
り
（
且
、

現
在
の
心
の
全
量
を
傾
注
し
た
事
物
と
の
即
応
に
よ
る
一
体
化
は
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
そ
こ
に
「
知
」
と
「
物
」
と
の
先
後
を
定

め
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
こ
と
が
主
客
一
味
な
る
渾
一
の
主
体
の
構
造
に
弛
緩
を
生
じ
さ
せ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
渾
・
一
の
生
命
的
基
体
に
枠
組
み
を
与
え
る
か
ら
、
現
成
良
知
の
無
執
着
の
性
格
よ
り
す
る
な
ら
ば
、
盛
祥
の
渾
一
な
る
心
と
い

う
も
の
は
感
応
に
役
せ
ら
れ
ぬ
よ
う
に
寂
体
の
優
位
を
考
え
て
そ
の
保
持
の
た
め
に
「
位
を
出
な
い
」
　
（
念
蕎
集
・
甲
鮭
鱒
遊
記
）
こ
と

が
常
に
意
識
さ
れ
て
い
て
執
着
の
痕
遊
を
残
し
て
お
り
、
内
外
を
分
け
内
に
執
着
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
故
に
龍
渓
は
次
の
よ
う
に

説
く
。

　
「
良
知
は
即
ち
惚
れ
主
宰
に
し
て
、
主
宰
淵
寂
、
も
と
一
物
な
り
。
吾
人
の
見
在
の
感
応
、
物
に
随
い
て
流
転
す
る
は
、
も
と
よ
り
是

　
れ
主
宰
を
失
廻
す
。
若
し
掛
れ
惟
だ
此
の
処
に
於
て
収
敏
握
固
し
て
便
ち
櫃
の
執
る
べ
き
有
り
と
恥
い
、
認
め
て
以
で
致
知
の
実
と
為

　
せ
ば
、
未
だ
猶
お
内
外
の
二
見
に
落
つ
る
を
免
れ
ず
。
」
　
（
龍
凝
集
・
巻
十
・
答
羅
馬
篭
）

　
故
に
念
篭
が
現
在
の
良
知
発
現
に
お
い
て
感
寂
一
味
を
主
張
す
る
に
し
て
も
㌻
名
望
は
「
若
し
虚
寂
に
本
づ
き
て
翻
る
後
に
知
あ
り
と
日

わ
ば
、
是
の
知
、
本
体
の
流
行
に
あ
ら
ず
」
　
（
同
・
巻
十
六
・
別
曽
見
台
鼻
摘
略
）
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
「
本
体
の
流
行
で
は
な
い
」
1
つ
ま
り
無
的
性
格
の
現
象
良
知
に
執
着
の
痕
述
を
残
し
て
十
全
に
自
律
的
に
自
己
充
足
が
で
き
な
い
か

ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
無
善
無
悪
に
し
て
至
善
」
と
い
う
良
知
説
の
根
本
原
理
で
あ
る
既
成
価
値
か
ら
超
脱
し
て
理
を
措
定
す
る
と
い
う

力
量
を
弱
体
化
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
確
か
．
に
念
篭
の
良
知
説
が
愚
将
の
良
知
を
弱
体
化
さ
せ
る
傾
向
を
も
っ
て
い
た
に
し
て
も
、
そ
の
漸
進
的
な
致
良
知
の
工
夫
は
着
実
で

あ
り
、
常
人
に
対
し
て
は
そ
れ
な
り
の
意
義
を
認
め
る
ご
と
は
で
き
る
。

　
で
は
至
尊
の
離
反
レ
た
平
成
良
知
説
は
、
果
し
て
「
龍
渓
の
此
の
（
現
成
の
）
言
は
乃
ち
其
れ
｝
再
戦
悟
の
処
な
り
」
　
（
念
番
集
・
甲

寅
夏
遊
記
〕
、
と
念
篭
が
述
べ
る
よ
う
に
常
人
と
は
無
縁
の
「
超
悟
」
1
1
頓
な
る
も
の
な
の
か
。

　
龍
渓
は
、
各
入
の
現
在
に
お
い
て
発
現
し
て
い
る
良
知
は
「
昭
昭
の
天
1
1
広
大
の
天
」
1
つ
ま
り
現
在
の
一
念
の
良
知
は
、
個
別
の
事
物

一
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に
お
い
て
他
律
的
に
限
定
制
約
さ
れ
な
い
全
体
の
も
の
で
あ
り
、
時
時
心
の
全
量
を
傾
注
し
て
自
己
充
足
を
な
し
、
欲
か
ら
回
避
す
る
こ
と

な
く
む
し
ろ
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
良
知
の
そ
れ
と
し
て
転
化
す
る
、
そ
れ
が
致
良
知
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
お
い
て
頓
漸
、
聖
愚
の
相
違
は
な
い
、
と
す
る
。

　
「
吾
人
、
此
の
一
念
の
霊
明
を
昧
ま
さ
ざ
れ
ば
便
ち
至
れ
致
知
」
　
（
念
奄
集
・
聖
岳
・
冬
遊
記
〕

　
「
先
師
の
良
知
の
二
字
を
提
出
す
る
は
、
正
に
見
在
を
指
し
て
言
ふ
。
見
在
の
良
知
、
聖
人
と
未
だ
嘗
っ
て
同
じ
か
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。

同
じ
か
ら
ざ
る
所
の
者
は
・
能
く
致
す
と
致
す
能
は
ざ
る
の
み
・
影
ば
昭
昭
の
天
と
広
大
の
天
と
は
、
も
と
差
別
な
し
。
」
（
龍
渓

集
・
巻
四
・
与
獅
泉
劉
子
問
答
）

　
以
上
二
人
の
良
知
説
の
相
違
は
、
同
じ
く
現
在
の
良
知
が
私
欲
の
蔽
を
受
け
る
こ
と
は
認
め
る
が
、
龍
田
が
念
篭
に
「
蓋
し
当
下
に
具

足
す
る
を
信
ぜ
ざ
れ
ば
、
到
底
未
だ
螢
か
な
ら
ざ
る
処
あ
る
を
免
れ
ず
」
　
（
同
・
巻
十
・
与
羅
念
番
）
、
と
言
う
よ
う
に
、
現
成
良
知
を

信
頼
す
る
か
否
か
に
あ
り
、
そ
れ
は
日
常
社
会
の
中
で
龍
渓
が
「
無
盗
塁
悪
に
し
て
至
善
」
な
る
良
知
を
弱
体
化
さ
せ
ず
理
の
措
定
を
強

く
志
向
し
た
の
に
対
し
、
念
番
は
豊
成
良
知
を
冷
却
し
て
寂
体
の
核
の
確
立
を
め
ざ
し
た
よ
う
に
、
む
し
ろ
理
の
措
定
の
た
め
の
「
春
蘭
」

に
重
点
を
置
い
て
い
た
か
ら
と
い
え
よ
う
（
念
篭
集
・
巻
十
・
良
知
弁
参
照
）

　
こ
の
二
者
の
相
違
は
、
生
命
的
基
体
で
あ
る
良
知
発
現
の
極
限
的
表
現
1
「
幾
」
に
お
い
て
、
よ
り
明
ら
か
と
な
る
。
龍
渓
に
お
い
て
は

前
後
内
外
な
き
渾
一
の
極
点
口
幾
に
於
て
、
自
律
的
に
自
己
充
足
を
な
し
て
主
宰
性
は
確
立
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
（
書
幅

集
・
巻
六
・
致
知
議
略
参
照
）
、
倍
量
は
、
　
「
吾
が
心
の
動
に
当
り
て
、
機
は
條
忽
に
在
り
て
有
と
無
と
倶
に
未
だ
形
れ
ず
。
斯
の
時
や
、

若
何
ぞ
力
を
致
し
て
以
て
善
悪
の
弁
を
為
さ
ん
や
」
　
（
念
篭
集
・
巻
三
・
答
電
明
水
）
、
と
事
物
と
の
対
応
の
中
で
即
応
し
て
直
接
に
主

宰
性
を
確
立
す
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
、
そ
れ
は
主
客
一
味
の
緊
張
の
度
合
を
弛
緩
さ
せ
る
結
果
と
な
る
。
そ
し
て
「
幾
」
と
は
、
常

に
戒
催
し
て
保
持
さ
れ
る
寂
体
の
核
に
基
か
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
念
苓
は
考
え
る
（
同
上
・
参
照
〕
。

　
以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
陽
明
の
良
知
説
の
無
年
無
悪
と
い
う
定
義
は
、
朱
子
学
の
性
即
理
説
に
基
く
「
定
理
」
の
超
克
と
し
て

な
さ
れ
て
良
知
の
悪
用
を
意
味
す
る
か
ら
、
無
執
着
・
無
定
型
の
渾
一
的
性
格
は
強
調
さ
れ
こ
そ
す
れ
、
弱
体
化
の
方
向
を
持
つ
も
の
で

は
な
い
、
と
考
え
ら
れ
る
。
故
に
現
在
に
お
け
る
主
客
・
身
心
意
白
物
・
己
膏
雨
寂
の
渾
然
一
体
の
緊
張
度
の
強
弱
1
人
為
の
痕
迩
の
有

無
i
が
、
良
知
説
の
内
容
規
定
に
深
く
関
り
、
王
龍
渓
の
現
成
良
知
説
は
、
正
に
そ
の
緊
張
の
徹
底
化
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
る
に
陽
明
が
「
人
の
本
体
、
常
常
謀
れ
寂
然
不
動
の
的
、
常
常
感
じ
て
遂
に
通
ず
る
的
な
り
。
未
だ
応
ぜ
ざ
る
も
漏
れ
先
な
ら
ず
、
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已
に
応
ず
る
も
是
れ
後
な
ら
ず
」
　
（
伝
習
録
・
下
巻
・
「
二
八
条
）
、
と
説
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
念
篭
が
、
寂
体
を
優
先
さ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
良
知
の
構
造
に
執
着
の
痕
迩
を
残
し
た
こ
と
は
、
最
早
江
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
、
先
述
し
た
「
去
欲
」
に
よ
り
重
心
を
置
く
志
向

の
た
め
に
・
陽
明
の
良
知
説
と
あ
る
距
離
を
有
す
る
結
果
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
谷
）
。

．
五

　
儒
学
の
立
場
は
「
儒
者
の
学
は
、
務
め
て
世
を
経
む
る
こ
と
を
為
す
。
学
を
以
て
世
を
経
む
る
に
足
ら
ざ
れ
ば
、
儒
に
あ
ら
ざ
る
な
り
」

（
龍
渓
集
・
巻
十
三
・
引
導
湖
文
集
序
）
と
経
世
を
目
的
と
す
る
。
も
と
よ
り
良
知
と
は
、
自
ら
己
む
容
か
ら
ざ
る
「
真
誠
側
恒
」
の
万

物
二
体
の
心
で
も
あ
っ
た
（
伝
習
録
・
巻
中
・
答
召
文
蔚
）
。
龍
渓
も
「
良
知
は
心
の
霊
気
、
、
万
物
一
体
の
根
な
り
」
　
（
華
々
集
・
巻
十

三
・
年
回
伯
大
谷
朱
君
平
憲
序
）
と
し
、
格
物
致
知
の
学
に
よ
っ
て
、
現
実
社
会
に
良
知
の
内
包
す
る
万
物
「
体
の
仁
の
実
現
を
志
向
す

る
。　
「
天
地
万
物
は
…
（
中
略
）
以
て
吾
が
一
体
の
実
事
を
書
く
す
を
求
む
れ
ば
、
其
の
力
の
及
ぶ
所
に
随
ひ
、
家
に
在
り
て
は
家
に
仁
し
、

　
国
に
在
り
て
は
国
に
回
し
、
天
下
に
在
り
て
は
天
下
に
仁
す
。
所
謂
格
物
致
知
、
儒
者
有
用
の
実
学
な
り
。
」
　
（
同
・
巻
十
三
・
王
瑞

　
湖
文
集
序
）

　
念
篭
も
格
物
致
知
に
よ
る
知
止
説
を
述
べ
て
、
　
「
天
下
と
感
動
交
渉
し
通
じ
て
一
体
と
為
る
」
、
と
万
物
一
体
の
経
世
を
意
図
す
る
が

（
念
苓
集
・
巻
四
・
答
蒋
道
林
）
、
先
述
の
よ
う
に
現
成
良
知
を
寂
体
の
核
の
支
配
下
に
収
縮
さ
せ
て
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
冷
却
さ
せ
た

が
故
に
主
客
一
味
の
緊
張
度
は
希
薄
化
さ
れ
て
い
た
7
）
。

　
故
に
龍
渓
が
、
　
「
髄
腔
懇
懇
と
し
て
世
間
と
常
に
相
い
関
り
、
時
時
痛
痒
の
身
に
切
な
る
」
　
（
龍
渓
集
・
巻
十
六
・
書
見
羅
巻
懸
盤
思

黙
）
、
と
心
の
全
量
を
燃
焼
さ
せ
、
万
物
「
体
の
情
を
満
足
さ
せ
よ
う
と
し
て
既
成
概
念
を
超
脱
し
て
い
こ
う
と
す
る
の
に
対
し
て
、
二

番
は
、
理
の
措
定
の
前
の
去
欲
に
重
点
を
置
く
消
極
的
態
度
を
と
る
か
ら
、
そ
れ
に
は
漸
進
的
な
燃
焼
し
か
期
待
で
き
ず
、
む
し
ろ
既
成

価
値
と
の
調
和
へ
と
い
う
方
向
さ
え
内
包
す
る
。

　
「
お
お
よ
そ
人
に
処
す
る
の
道
は
、
当
に
委
曲
調
停
し
て
物
と
敵
を
為
す
を
得
ざ
る
べ
し
。
真
に
能
く
前
後
左
右
、
均
斉
方
正
に
し
て
、

　
始
め
て
是
れ
契
矩
、
始
め
て
能
く
人
を
し
て
怨
な
か
ら
し
む
。
是
の
如
く
し
て
猶
ほ
怨
あ
る
は
、
曇
れ
こ
れ
を
致
す
に
あ
ら
ず
。
」
　
（
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念
篭
集
・
巻
三
・
与
王
三
明
）

　
そ
し
て
念
番
は
、
龍
渓
に
対
し
て
「
龍
渓
、
平
生
自
ら
信
ず
る
こ
と
太
だ
過
ぐ
。
世
俗
の
卒
読
に
於
て
、
指
し
て
好
醜
と
為
す
所
の
者
、

一
切
練
揮
す
る
所
な
く
、
以
て
道
も
と
よ
り
是
に
在
り
と
為
す
。
知
ら
ず
、
情
欲
の
走
漏
、
此
に
亙
り
て
便
ち
來
雑
学
脱
の
病
あ
る
を
。

夫
れ
病
は
偏
す
る
所
あ
れ
ば
則
ち
当
に
偏
す
る
処
に
於
て
厳
し
く
こ
れ
が
防
を
為
す
べ
し
」
　
（
念
書
集
・
甲
寅
夏
蝉
記
）
、
と
言
い
、
現

成
良
知
に
対
し
て
鎮
静
、
歯
止
め
を
な
し
て
、
後
世
そ
れ
な
り
に
評
価
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
清
の
陸
檸
亭
が
「
羅
単
身
、
良
知
を
講
ず
る

と
錐
も
、
而
も
能
く
深
く
王
門
の
弊
を
知
る
。
特
だ
狂
瀾
方
に
倒
れ
ん
と
し
て
力
め
て
救
う
能
は
ざ
る
の
み
」
　
（
思
弁
燐
寸
要
・
巻
三
十
）

と
言
う
よ
う
に
万
暦
以
降
の
早
成
良
知
説
の
流
行
す
る
情
況
に
対
し
て
、
そ
れ
を
変
え
る
程
の
力
は
、
型
番
の
良
知
説
は
持
た
な
か
っ
た
．

の
で
あ
る
。

　
し
か
し
龍
渓
と
の
問
で
な
さ
れ
た
、
良
知
解
釈
と
表
裏
を
な
す
「
欲
」
の
深
い
追
求
は
以
後
盛
ん
と
な
り
、
そ
の
意
味
か
ら
も
念
篭
は

評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・
と
考
え
ら
れ
る
。
（
8
）

〔
注
〕

※
　
念
篭
集
は
、
　
「
念
篭
羅
先
生
全
集
」
　
（
雍
正
版
）
、
　
「
念
蕎
羅
先
生
集
」
　
（
嘉
靖
版
）
の
「
読
困
弁
手
抄
序
」
、
　
「
十
一
洞
羅
先
生

　
文
集
」
　
（
万
暦
版
〕
の
「
甲
寅
夏
遊
記
」
を
使
用
。

（
1
）
　
「
陽
明
良
知
之
説
、
重
力
在
郡
上
。
故
自
謂
龍
場
患
難
死
生
之
後
良
知
方
得
出
頭
。
龍
僕
時
而
放
下
致
字
、
暴
言
良
知
。
音
曲
也
、

　
遂
有
認
鼠
色
以
為
性
者
。
言
不
可
不
慎
也
。
念
庵
百
首
戒
慎
恐
催
為
龍
腰
忠
告
。
見
良
友
切
磋
之
益
。
　
（
丈
量
叢
書
初
編
所
収
〕

（
2
）
黄
宗
義
は
「
先
生
の
学
、
始
め
は
力
を
践
履
に
致
し
、
中
ご
ろ
寂
静
に
導
出
し
、
晩
に
仁
体
に
徹
悟
す
」
　
（
明
儒
学
案
・
巻
十
八
・

　
江
右
王
門
学
案
三
〕
と
言
う
。
念
番
は
そ
の
中
期
（
四
十
四
才
の
頃
）
に
隻
江
か
ら
深
く
影
響
を
受
け
て
晩
年
に
は
批
判
的
に
な
り
（

　
念
蓄
集
．
巻
十
一
．
困
集
録
序
・
鼻
聾
弁
返
抄
序
参
照
）
、
塗
鞘
の
思
想
形
成
に
於
て
重
要
な
意
味
を
も
ち
、
ま
た
龍
渓
と
隻
江
の
間

　
に
な
さ
れ
た
「
致
知
議
略
」
　
「
致
知
議
弁
」
　
（
龍
渓
集
・
巻
心
）
な
ど
が
ら
、
回
護
の
思
想
を
見
す
ご
す
ご
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る

　
が
、
こ
こ
で
は
詳
し
く
ふ
れ
な
い
こ
と
と
す
る
。

（
3
）
荒
木
見
悟
氏
「
心
学
と
理
学
」
　
（
「
禅
と
東
洋
思
想
の
諸
問
題
」
所
収
）
参
照
。
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（
4
）
万
暦
以
降
、
人
心
に
巣
く
う
悪
の
追
求
は
鋭
く
な
さ
れ
た
。
例
え
ば
世
間
の
動
向
を
う
か
が
い
、
人
の
心
に
お
も
ね
る
悪
質
な
心
理

　
一
「
穿
寵
の
心
」
の
指
摘
（
小
心
斎
割
記
・
巻
八
、
高
子
遺
書
・
巻
十
二
二
時
記
参
照
）
。
又
、
悪
根
の
微
細
を
意
味
す
る
「
法
塵
」

　
　
（
榜
厳
経
の
法
塵
分
別
影
事
よ
り
取
る
）
の
語
を
丁
壮
も
使
う
（
龍
銀
玉
・
巻
九
・
与
呂
沃
洲
⇔
）
。
．

（
5
）
　
「
良
知
者
、
静
而
明
也
。
妄
動
以
西
之
、
幾
耳
垂
而
難
復
　
。
故
必
有
収
量
而
立
之
功
、
以
為
曹
達
長
物
之
地
。
直
後
定
静
着
工
、

　
由
此
以
出
、
必
諸
家
国
天
下
感
無
不
正
、
麗
麗
嘗
為
物
所
動
。
乃
可
謂
之
格
物
。
」
　
（
念
蕎
集
・
甲
盛
夏
遊
記
）
参
照
。

（
6
）
従
っ
て
、
陽
明
の
正
伝
を
失
わ
ぬ
、
と
い
う
念
蕎
に
対
す
る
劉
念
台
、
黄
宗
義
の
評
価
は
、
こ
の
二
人
の
思
想
内
容
か
ら
検
討
さ
れ

　
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
7
）
念
番
の
三
教
に
つ
い
て
の
見
解
は
「
異
端
論
」
　
（
念
篭
集
・
二
七
）
を
参
照
。

（
8
）
念
篭
を
評
価
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
二
言
吾
の
次
の
よ
う
な
評
が
あ
る
こ
と
に
も
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　
「
公
半
歩
明
王
公
之
学
、
極
其
尊
信
。
而
後
学
見
公
躬
行
之
実
、
既
慕
服
。
於
是
因
公
之
言
．
而
益
知
王
公
之
学
為
当
尊
信
。
王
公
之

　
学
得
公
以
身
発
明
之
、
其
有
功
於
斯
道
大
　
。
」
　
（
続
蔵
書
、
巻
二
十
二
・
理
学
名
臣
・
光
禄
少
卿
羅
文
恭
公
）
。
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